













An empirical study on the Structure Design of Wooden Latticed Shells 








In late years , by the intensification of global environments such as the global warming by the 
discharge of thegreenhousegas, the interest for the environmental problem increases in society.   
Therefore, in this study, with respect to the model of the variation in joint stiffness and cross-section of 
the member, is performed in the structure design of wooden latticed shell in consideration of linear 
buckling using this method.And we compare the result with Konohana Dome. 











































KL、初期変位剛性行列 Ku、初期応力剛性行列 Kσ により
式(1)のように示される。 
 






係数の関数であるので、KT・Ku・Kσ は λ の関数となる。
そこで、λ を λ0から λ0+Δλ まで増加させたとき、それら
の変化量を記号 Δにて表すと式(2)の通りになる。 
 






Kσが λ に比例するとして、接線剛性 KTは式(3)のように
示される。 
 








































𝑖𝑛𝑖𝑚𝑖𝑧𝑒 𝑓(𝑞) = −𝜇 
𝑠𝑢𝑏𝑗𝑒𝑐𝑡 𝑡𝑜   𝑐𝑖(𝑞) = 0,     𝑖 = 1,2, ⋯ , 𝑙    
























   ボルト 2 本       ボルト 6 本 






   ボルト 12 本      ボルト 15 本 
1000mm h <1100mm     1100mm h  1200mm 








































図 4 平面図 図 6 立面図 
 
解析対象  フルモデル 
形態    周辺:122m×10.25m  頂部高: 29.5m 
支持条件  周辺ピン支持 
荷重条件  節点集中荷重 56 kN 
            トップライト位置 節点集中荷重 61kN 
接合部条件  剛接合 
 
 
 部材幅     0.45m 
 部材梁成   0.80～1.20m 
 ヤング係数 6.05×106kN/m2 
 ポアソン比 0.5 
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